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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・例年よりも気温が高いことから、10月としては客の
動きが非常に良い。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・北海道観光の繁忙期であったこと、イベント企画を
行ったこと、天候に恵まれたことなどの好材料が重
なったことから、来客数は３か月前と比べて186％の
増加となっている。また、ガソリンや物価の高騰の影
響で、遠距離への旅行を避け、近距離で楽しむ傾向が
うかがえる。

やや良く
なっている

スーパー（店
長）

販売量の動き ・ポイントカードの販促効果が大きく、前月に引き続
き販売量が前年比106％と大きく伸びている。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経営
者）

販売量の動き ・石油製品価格の下落により、販売量が前年並みの水
準に戻りつつある。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・道内旅行が低迷している一方で、国内旅行は堅調に
推移している。海外旅行については、９月及び11月の
申込件数が前年比60％台にとどまっている一方で、今
月の申込件数は前年比208％となっている。ただ、団
体旅行については、弱含みで推移している。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・円高傾向になってきたことで、海外旅行の問い合わ
せが増えてきた。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・通信サービスの契約数が純増傾向に回復しており、
それに伴い自社の通信サービスの契約数も回復傾向と
なってきている。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・以前と比べて、売上が下げ止まってきており、客も
新商品に対して興味を示すようになってきた。ガソリ
ン、灯油が値下げされてきているため、客の気持ちに
少し余裕が出てきている。

変わらない スーパー（役
員）

単価の動き ・買上点数が前年より１ポイントほど低下し、商品単
価が前年より２ポイントほど上昇している状況が続い
ている。業態別にみると、週末型ショッピングセン
ターで買上点数の落ち込みが大きいことから、客の買
い方が、これまでの買いだめ型から、必要な物だけを
購入する節約型に変わってきていることがうかがえ
る。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・タスポ効果が継続しており、来客数の増加している
状況が続いていることから、売上の良い状態を維持し
ている。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・タスポ効果が継続しており、来客数については、前
年から５％以上の増加を維持しているものの、徐々に
客単価が落ち込み始めている。同種商品でもより単価
の低い商品に移行している傾向にあり、売上の伸び率
が来客数の伸び率より低くなってきている。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・多彩な食事メニュー、イベントなどを盛り込んだ宿
泊プランを打ち出しているが、国内ツアー客の募集が
ままならず、減少の一途をたどっている。落ち込み幅
はまだ小さいが、月を追うに従って、ボディブローの
ように効いてきている。

住宅販売会社
（経営者）

来客数の動き ・モデルハウスへの来場者数が見込みを大きく下回っ
ている。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・地域の商店街への集客力が低下したままの状態が続
いていることに加えて、例年にないほどの暖かい気候
に恵まれたことから、秋冬衣料の落ち込みが目立って
いる。

一般小売店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・株価の下落が大きく影響しているのか、得意先のな
かでも富裕層を相手にしている寿司屋等が非常に苦戦
している。

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・高額品の動きが鈍いこともあり、店頭での買上金額
が減少している。

家計
動向
関連



百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・気温が高く推移したこともあり、ジャケットやコー
トなどの秋冬物の重衣料が伸び悩んでいる。節約志向
がより一層強まっており、タンス在庫の活用などもみ
られる。美術品や宝飾品、海外スーパーブランドの衣
料雑貨など、比較的堅調に推移してきた高額品にも陰
りがみえてきた。高額所得者などの優良顧客が、今す
ぐ必要なもの以外の購買を先送り、見送りなどをする
ようになってきた。一方、外食を控えるためか弁当箱
が前年の２倍のペースで伸びているが、低単価のため
売上への貢献度は低い。

スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・既存店の売上は前年並みで推移しているが、来客数
は前年をやや下回っている。商品単価が上昇している
ことで、何とか前年並みの売上を確保している状況に
ある。

スーパー（企画
担当）

販売量の動き ・全般的な商品価格上昇の影響で、１品当たりの販売
単価が上昇する一方で、客１人当たりの買上点数が減
少する傾向が続いている。個別商品の動きとしては、
単価の高い牛肉よりも豚肉や鶏肉の売行きが好調で
あったり、値上がり傾向にあるハム、ソーセージなど
の加工肉より生肉の動きが良いことなどが具体例とし
て挙げられる。

スーパー（役
員）

来客数の動き ・客の来店頻度が低下しており、10月28日時点の来客
数は前年比96％となっている。客単価も前年比96％と
前年を下回っている。

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・例年であれば10月は秋冬物に動きが出てくるが、今
年は例年よりも暖かいことから、ほとんど動きがみら
れず、非常に悪い状況にある。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・客は必要なもの以外、買わないようであり、買い控
えの傾向がみられる。

家電量販店（地
区統括部長）

販売量の動き ・前年と比べて、薄型テレビやＤＶＤレコーダー、冷
蔵庫、洗濯機といった大物家電の販売が減少してい
る。また、例年と比べて暖かい秋であることや灯油高
騰の影響もあり、ファンヒーター等の大型石油暖房機
器の需要が予想以上に不調である。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・観光客主体の店のため、特に観光客の来店が多い週
末の来客数が減少しており、全体の来客数は前年を
６％下回っている。客単価は前年を４％上回っている
ものの、売上は前年を２％下回っている。

高級レストラン
（スタッフ）

お客様の様子 ・昼夜共に全体的にやや悪い。特に夕食は天候に左右
されやすいため、午後から雨が降った日は客足が遠の
いている。地方都市の飲食店の景気は想像以上に悪
い。なかには繁盛している店もあるが、手間や材料費
がかかっていて、それほど利益につながっていない。

一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・特に夕方から夜にかけての時間帯の来客数が減少し
ている。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・１か月以上先の宿泊予約数に変化はないものの、直
近の観光入込客数が減少傾向にあるため、例年と比べ
て来客数に伸びがみられない。

観光型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・宿泊客の買物の様子をみると、海産物の高額商品の
売上が減少している。チェックインしてすぐに売店に
行く客の姿も少なくなっている。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・国内旅行、海外旅行共に受注状況が振るわない。特
に、国内旅行は、海外旅行からのシフトにより、これ
まで前年並みの数値を維持してきたが、ついに前年を
下回った。

タクシー運転手 お客様の様子 ・夏場が過ぎ観光客が減少していることに加えて、景
気後退感などからタクシーの乗り控えが起きている。
特に夜の繁華街などは人影も少ない。

タクシー運転手 来客数の動き ・電話での注文数が減少している。
美容室（経営
者）

来客数の動き ・ここ３か月、来客数が減少し続けている。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・来街者が10月になって極端に減っている。各商店の
様子をみても、前年から20％以上も売上が減っている
店が多い。株価の下落により予定していた商品、特に
高額品の買い控えが増えている。



商店街（代表
者）

お客様の様子 ・今までの不況感は話の上でのものに過ぎなかった
が、最近になり、買い控えが深刻になってきている。
欲しいけど今回は我慢するといった言葉がよく聞かれ
るようになってきた。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・世界的な経済状況の悪さが客の購買動向に確実に影
響を与えている。気温が下がっても客の購買意欲が一
向に上がらず、かなり節約している状況がうかがえ
る。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・土日の来街者数は前月とほとんど変わらないが、
ウィンドウショッピングのみで買い控えしている客が
多く、販売にはつながっていない。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・気温が低くなり、コート等の実需期を迎えている
が、依然として客の買い控えが続いている。

百貨店（役員） お客様の様子 ・株価の暴落、景気の先行き不透明感が一般市民にも
影響を及ぼし始めている。

スーパー（店
長）

単価の動き ・高額商品の販売動向が非常に悪くなっている。生活
必需品は買うが、それ以外の商品の購入については、
極めて慎重になっている。

スーパー（店
長）

それ以外 ・来客数の減少、客単価の前年割れ、商品単価の低
下、買上点数の前年割れなど、数値からみても非常に
悪い状況が続いている。さらに、株価の下落、円高と
悪い要素が重なってきている。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・米国発の金融不安により新車の購入を見送るユー
ザーが増えてきている。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・来客数が減少しており、販売量が前年実績を上回ら
なくなっている。

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

単価の動き ・冬場を控えて、例年であれば風邪関連商材などの動
きが活発になる時期であるが、今年はそうした動きが
みられず、客単価が低下している。

高級レストラン
（スタッフ）

単価の動き ・先行き不安による防衛意識が現れているのか、３か
月前と比較すると、低単価のセットメニューに移行す
る動きがみられ、客単価が200円ほど下がっている。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・前年と比べて来客数が減少している。

タクシー運転手 来客数の動き ・10月は暖かく、雨の日も少なかったのでタクシーの
利用客が減っている。売上も前年を10％ほど下回って
いる。市内の他のタクシー会社も同じ程度売上が減っ
ている。

タクシー運転手 お客様の様子 ・毎日タクシーを利用していたようなお年寄りも、最
近は景気が悪くなってきているため、本当に必要な時
以外はタクシーを利用することができないと愚痴をこ
ぼしている。

タクシー運転手 販売量の動き ・売上の前年からの減少幅が拡大している。
設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・先行きに対する不安感のせいか、全くと言っていい
ほど客の動きがみられない。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

輸送業（経営
者）

取引先の様子 ・競争相手が事業を縮小していることに加えて、燃料
価格の低下もあり、３か月前と比べるとやや良くなっ
ている。

変わらない 輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・米やビートを始めとする農産物が豊作であること、
政府による道産米３万トンの買上も決定していること
から、輸送業者や倉庫業者にとっては良い環境といえ
る。また、輸入飼料原料価格や原油価格の大幅な低下
による好影響が見込める。

通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・株価の急落により景気の先行きの不透明感が増して
いるが、当社の受注量や今後の販売予想数などから、
景況感を３か月前と比較するとやや悪い状況が継続し
ている。

司法書士 取引先の様子 ・不動産取引、建物の建築状況のいずれも低下傾向に
ある。

その他サービス
業［建設機械
リース］（支店
長）

競争相手の様子 ・情報交換をしても新規契約の話が出てこない。

企業
動向
関連



やや悪く
なっている

食料品製造業
（団体役員）

それ以外 ・米国発の金融不安や株価の下落により、銀行の融資
査定が厳しさを増しており、業界の企業の資金繰りは
苦しい状況に推移している。また、海流の変化や水温
の上昇により、魚種の漁獲量が例年と大きく変わって
おり、加工原料の確保に不安がある。原料価格高騰な
どの影響もあり、採算面での不安が増している。

食料品製造業
（役員）

受注量や販売量
の動き

・加工食品に対する不安感に加えて、景気が減速して
いる環境下での心理的な要因も影響しており、受注量
が減ってきている。

金融業（企画担
当）

それ以外 ・道内企業の設備資金需要は少ない。原材料価格の上
昇で収益が圧迫され、人員を抑制する企業も多い。株
安、円高による景気の不透明感が強まっていることか
ら、節約志向に拍車がかかっており、個人消費は弱い
動きが続いている。

悪く
なっている

家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・住宅着工数の減少とマンションの売行き不振の影響
が大きくなりつつある。全般的な景気の後退が悪影響
を及ぼしている。

輸送業（支店
長）

取引先の様子 ・土木建築会社に与信不安企業が増加しており、新規
取引が困難な状況となってきている。

その他非製造業
［鋼材卸売］
（役員）

受注量や販売量
の動き

・すべての商品の販売量が減少している。消耗資材の
販売量も減少している。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

－ － －

変わらない 新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・流通系、飲食系の求人が前年比で１割強落ち込んだ
が、人材派遣、医療・介護は前年並みの数字を残し
た。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・９月の有効求人倍率は0.48倍で前年と同率となり、
９か月連続で前年を下回っていた状態を脱した。一
方、新規求人数は前年を2.5％上回ったが、パート求
人の大幅増加によるものである。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人相談が減少している。企業の業績が低迷してい
るため、人員数を増やして人件費率を上げたくないと
いう意識の現れであるが、即戦力となるような人材へ
のニーズはまだまだ多数あるとみられる。一方で、事
務職や一般営業職の求人は、現在のところ欠員対応以
外は控えられている。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・現在の会社の先行き不安から万一に備えて、求職活
動を開始する在職求職者や、賃金の伸び悩み等により
好条件の転職先を探す者が増えている。

学校［大学］
（就職担当）

求職者数の動き ・現在の経済状況を考慮して、採用を控える企業が増
えてきている。決算期を迎えても、景気回復がなけれ
ば採用枠は増えないとみられる。

悪く
なっている

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・10月に入り一段と求人数が減少している。多くの業
種で前年から25～30％のマイナスとなっている。北海
道外の製造系の請負・派遣業種のニーズも10月後半か
ら急速に冷え込んできている。

雇用
関連


